
４次回の議題について 
 
◆土岐川庄内川流域委員会の討議テーマ（案） 

開催時期（予定） 討議テーマ 
 
第 1回 
〔平成 15年 3月 3日〕 

 
■流域員会の設立について 
・設立趣意書、新河川法等 
・準備委員会からの提言 
■流域委員会の運営について 
・流域委員会規約（案） 
・委員長選出 
・公開方針 

 

 
第 2回 
〔平成 15年 6月 5日〕 

 
■流域委員会の運営について 
・情報公開について（案） 
・傍聴にあたってのお願い（案） 
■河川整備計画を進める体制について 
■計画の枠組みと策定の流れについて 
■土岐川庄内川の現状と課題 

 

   
 現地視察会 
〔平成 15年 7月 28日〕 
〔平成 15年 7月 31日〕 

 
■現地での状況確認 
・整備上の課題箇所等 
 

 
・２
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第 3回 
〔平成 15年 9月 10日〕 

 
■課題の総括整理と情報の共有化 
■現計画と事業状況 
・治水計画について 

 

第 4回 ■現計画と事業状況 
・利水について 
・環境について 
・人との関わりについて 

 

 
第 5回以降 

 
■整備計画目標の討議 
・土岐川庄内川の望ましい姿 
・目標設定の考え方 
・整備目標の妥当性 等 
■河川整備の具体的メニューに関する討議 
・治水・利水・環境に関わる整備メニュー 
・河川の維持管理及び適正な利用 
■河川整備計画（原案）の審議 

 

 

資料－
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回開催 
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◆第４回流域委員会資料目次（案） 
カテゴリー キーワード 主な説明事項

利水について 現状について 庄内川流域関連事業 1 木曽川に依存した水資源の概要（水循環の視点で説明）

小里川ダム 2 小里川ダムの低水運用の概要

現状と課題 渇水の状況 渇水被害 3 他水系に依存した利水での渇水

流況と水源 低水流況の経年変化 （枇杷島地点） 4 低水・渇水流量経年図

山林面積の変化 5 市町村別山林面積の推移

6 空中写真による比較

水利用 現在の水利権 7 水利権模式図

農水受益地の変化 8 農地面積の推移

取水堰の現状（遊休化している堰も含む） 9 取水堰の状況説明

既存の枠組みにとらわれない水融通 10 堀川の浄化用水

正常流量 維持流量の設定 11 維持流量の設定方針（魚類・景観・水質等）  
環境について 環境の変化 河川環境 河道の変化 12 空中写真にみる河道環境変化＋コメント

堤内地の変化 13 空中写真にみる堤内地変化遷＋コメント
→エコネットワークの視点で整理

水環境・水質 水量と水質（BOD、SS）の変遷 14 渇水流量とBOD,SSの経年変化グラフ

15 支川流入の状況

16 下水整備率対策の状況

関連計画等 環境の保全と利用 17 河川空間のゾーニング

18 沿川自治体の取り組み

水質環境基準等 生活環境に係る基準 19 環境基準概要

20 類型指定状況

下水道基準計画 21 計画諸元

22 整備計画区域

ラムサール条約 河口干潟の保全 23 新聞記事or登録年表

24 指定区域図

その他 自然環境保全法・自然公園法
鳥獣保護及び狩猟ニ関する法律
都市計画法

25 保護地域図・都市計画緑地図

現状と課題 庄内川らしい環境 庄内川らしさを代表する場所 26 代表箇所の分布・内容・要素

動植物の 注目すべき生物 27 生物特定種

生息・生育 28 その他河川に依存する生物

29 魚類生息状況

生息・生育状況 30 環境情報図

帰化植物 31 帰化植物分布図

水質 都市排水による水質汚濁 32 ワースト表

33 水質事故

34 支川合流による水質悪化

35 支川に流入する下水処理場の現状

河川環境の保全、利用に関する計画等

人との関わりに
ついて

既往の利用問題
について

高水敷施設による洪水の流下阻害の問題、
不法占用

36 問題状況説明図

現在の取り組み 地域との連携 37 水辺の楽校

38 福祉の川つくり

39 流域ネットワーク

40 川ECOクラブ

41 アダプト事業

42 川ナビ

利用状況 高水敷利用 43 高水敷の利用割合

44 公園・グラウンド等

水面利用 45 内水面漁業

46 ボート・レガッタ

現状と課題 高水敷の利用状況（堤外民地） 47 田畑等の高水敷の堤外民地利用割合

貴重なオープンスペースの活用 48 レクリエーション等の利用状況

49 流域避難場所（防災ステーション等）としての利用

50 緊急河川敷道路

兼用道路 51 兼用道路の状況

52 利用交通量

占用・不法占用等 53 占用家屋

54 その他占用・不法占用の状況

不法投棄 55 ゴミ、産業廃棄物等の実態

流域住民との連携 56 川を軸とした流域住民との連携

その他 環境教育 57 今後のあり方  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


